
〈
展
覧
会
報
告
〉

特
別
展
「
天
平
礼
賛 

高
遠
な
る
理
想
の
美
」

は
じ
め
に

当
館
で
は
特
別
展
「
天
平
礼
賛　

高
遠
な
る
理
想
の
美
」
を
開
催
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
拡
大
と
い
う
経
験
の
な
い
危
機
の
中
で
準

備
・
開
催
し
た
展
覧
会
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
に
記
録
を
留
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

1
．
展
覧
会
の
概
要

展
覧
会
名
は
特
別
展
「
天
平
礼
賛　

高
遠
な
る
理
想
の
美
」。
会
期
は
令
和

二
年
（
二
〇
二
〇
）
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
二
月
十
三
日
。
会
期
中
一
回
展
示

替
え
を
お
こ
な
っ
た
。
出
品
作
品
は
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
蹟
の
多
分
野
に

わ
た
り
、
古
代
か
ら
近
現
代
に
至
る
国
宝
五
件
、
重
要
文
化
財
二
三
件
を
含
む

全
一
二
〇
件
で
構
成
し
た
。

主
催
は
大
阪
市
立
美
術
館
と
朝
日
新
聞
社
で
、
公
益
財
団
法
人
大
阪
観
光
局

の
後
援
を
得
た
。
ま
た
、
文
化
庁
令
和
二
年
度
地
域
ゆ
か
り
の
文
化
資
産
を
活

用
し
た
展
覧
会
支
援
事
業
（
日
本
博
を
契
機
と
す
る
文
化
資
源
コ
ン
テ
ン
ツ
創

成
事
業
）
の
補
助
を
受
け
た
。
印
刷
物
・
図
録
等
の
デ
ザ
イ
ン
は
大
向
デ
ザ
イ

ン
事
務
所
、
印
刷
物
・
図
録
等
の
印
刷
は
（
株
）
能
登
印
刷
、
会
場
造
作
は

（
株
）
伏
見
工
芸
、
作
品
輸
送
お
よ
び
展
示
・
撤
去
作
業
は
（
株
）
日
本
通
運

関
西
美
術
品
支
店
、
音
声
ガ
イ
ド
は
（
株
）
カ
セ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
各
社

が
担
当
し
た
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
の
拡
大
は
当
館
の
展
覧
会
運

営
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
伴
い
、
展

覧
会
準
備
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
が
、
開
催
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
な
さ

れ
、
開
会
式
・
内
覧
会
の
中
止
や
外
部
講
師
を
招
聘
し
た
講
演
会
等
を
お
こ
な

わ
な
い
こ
と
、
来
館
者
の
検
温
・
マ
ス
ク
着
用
・
会
場
内
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
等
を
条
件
に
す
る
こ
と
を
定
め
、
開
催
へ
向
け
て
粛
々

と
準
備
を
お
こ
な
っ
た
。
思
い
返
せ
ば
先
行
き
は
き
わ
め
て
不
透
明
な
中
で
は

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幸
い
に
し
て
所
蔵
者
各
位
の
ご
理
解
を
得
て
出
品

の
了
承
を
得
、
無
事
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
大
過

な
く
当
初
予
定
の
会
期
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

2
．
展
覧
会
の
コ
ン
セ
プ
ト

奈
良
・
興
福
寺
阿
修
羅
像
、
東
大
寺
法
華
堂
不
空
羂
索
観
音
像
や
戒
壇
院
四

天
王
像
な
ど
、
天
平
期
の
仏
像
は
日
本
の
仏
教
美
術
を
代
表
す
る
作
品
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
き
た
。
天
平
美
術
は
日
本
美
術
史
上
の
古

典
の
位
置
を
占
め
る
、
と
い
う
命
題
は
す
で
に
自
明
の
こ
と
の
よ
う
に
も
思
う

が
、
日
本
の
美
術
史
自
体
が
近
代
の
所
産
で
あ
り
、
い
か
に
政
治
的
に
体
系
化

さ
れ
た
か
は
す
で
に
す
ぐ
れ
た
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る（

（
（

。

ま
た
、
美
術
に
限
ら
ず
「
古
典
」
や
伝
統
が
制
度
的
・
政
治
的
に
創
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
国
内
外
の
様
々
な
分
野
で
論
じ
ら
れ
、
認
め
ら
れ
る
に

至
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る（

（
（

。

た
し
か
に
、
日
本
の
美
術
史
が
体
系
化
さ
れ
た
の
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
際
に
天
平
美
術
が
古
典
と
位
置
付
け
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
前
近
代
を
通
じ
て
天
平
美
術
は
人
々
に
振
り
返
ら
れ
る
存
在
で
は

な
か
っ
た
の
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
。
そ
の

個
別
具
体
の
理
由
に
つ
い
て
、
実
際
に
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
理
解
で
き
な
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い
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
意
識
を
持
ち
、
本
展
を
企
画
し
た
。
天
平
美
術
が
日

本
美
術
史
の
古
典
と
し
て
揺
る
が
な
い
地
位
を
獲
得
し
た
の
は
、
明
治
期
の
美

術
史
の
制
度
化
に
よ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
天
平
美
術
へ
の
ま
な
ざ

し
の
集
大
成
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
本
展
の
発
想
の
根
底
に

あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
展
覧
会
名
の
副
題
「
高
遠
な
る
理
想
の
美
」
は
岡
倉
天

心
の
言
葉
に
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
天
心
は
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）

の
東
京
美
術
学
校
に
お
け
る
講
義
「
日
本
美
術
史
」
の
中
で
、
天
平
時
代
美
術

の
特
徴
は
第
一
に
「
理
想
的
な
り
し
こ
と
」
と
し
、
と
り
わ
け
彫
刻
は
天
平
に

精
妙
を
極
め
る
と
し
た
う
え
で
「
後
世
、
定
朝
、
運
慶
出
ず
る
あ
る
も
、
其
の

高
遠
な
る
点
は
、
到
底
企
て
及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
」
と
評
価
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
評
言
に
よ
っ
た
の
が
副
題
「
高
遠
な
る
理
想
の
美
」
で
あ
る
。

3
．
会
場
構
成

本
展
は
大
阪
市
立
美
術
館
の
一
階
展
示
室
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
南

第
一
〇
室
か
ら
第
十
四
室
ま
で
と
北
館
第
四
室
と
第
五
室
の
計
六
室
を
使
用
し
、

順
路
を
反
時
計
回
り
に
設
定
し
た
。
以
下
、
実
際
の
展
覧
会
会
場
に
つ
い
て
見

て
み
た
い
。
ま
ず
、
一
室
目
（
南
第
一
〇
室
）
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
「
天
平
探
求 
正

倉
院
宝
物
の
輝
き
を
求
め
て
」
と
第
一
章
「
天
平
前
夜 

天
平
美
術
の
源
泉
」

で
、
正
倉
院
宝
物
模
造
と
唐
代
文
物
・
白
鳳
仏
を
中
心
に
展
示
し
た
。
半
期
で

展
示
替
え
を
お
こ
な
っ
た
が
、
正
面
に
展
示
し
た
銀
鍍
金
六
花
形
杯
と
螺
鈿
鏡

（
い
ず
れ
も
兵
庫
・
白
鶴
美
術
館
蔵
）
が
ま
ば
ゆ
い
光
を
放
ち
、
目
を
引
い
た
。

二
室
目
（
第
十
一
室
）
は
第
二
章
「
天
平
精
華 

祈
り
の
造
形
」
で
あ
る
。

当
初
は
一
具
と
し
て
造
像
さ
れ
た
ら
し
い
脱
活
乾
漆
造
／
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐

像
（
兵
庫
・
金
蔵
寺
蔵
）
と
脱
活
乾
漆
造
菩
薩
形
坐
像
（
神
奈
川
・
龍
華
寺

蔵
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
）
の
両
像
が
初
め
て
同
じ
会
場
で
展
示
さ
れ

た
。
い
わ
ば
、
本
展
の
ひ
と
つ
の
目
玉
で
も
あ
っ
た
。
会
場
の
壁
面
を
黒
く
塗

り
こ
め
、
正
面
に
は
摂
津
国
分
寺
跡
推
定
地
か
ら
出
土
し
た
蓮
華
文
軒
丸
瓦
の

瓦
当
文
様
を
大
き
く
あ
ら
わ
し
た
ほ
か
、
周
囲
の
ケ
ー
ス
に
は
各
所
よ
り
ご
出

品
い
た
だ
い
た
国
宝
・
重
文
の
紫
紙
金
字
金
光
明
最
勝
王
経
を
展
示
す
る
こ
と

で
、
両
像
が
摂
津
国
分
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
と
、
そ
の
歴
史
的
邂
逅

と
を
可
視
的
に
表
現
し
た
【
図
1
】。
両
像
が
隣
に
並
ぶ
こ
と
で
、
そ
の
一
具

性
は
多
く
の
方
に
実
感
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
室
目
（
第
十
二
室
）
に
は
難
波
宮
跡
お
よ
び
四
天
王
寺
よ
り
出
土
し
た
奈

良
時
代
の
軒
瓦
の
ほ
か
、
高
槻
市
よ
り
出
土
し
た
国
宝
・
金
銅
石
川
年
足
墓

誌
（
個
人
蔵
）
と
重
要
文
化
財
・
紙
本
墨
書
灌
頂
随
願
往
生
経
（
石
川
年
足
願

経
・
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
）
を
展
示
す
る
こ
と
で
大
阪
に
お
け
る
「
天
平
」
を

表
現
し
た
。
同
経
は
天
平
九
年
（
七
三
七
）
亡
息
の
追
善
に
写
経
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
年
は
天
然
痘
が
猛
威
を
ふ
る
っ
た
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
の
時
亡
く
な
っ
た
年
足
の
息
子
も
ま
た
天
然
痘
の
被
害
者
か
も
し
れ
な

い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
我
々
も
他
人
ご
と
で
は
な
い
切
実
な
願
い
の
姿
が
そ
こ
に
は

あ
る
。
ま
た
、
仏
像
を
は
じ
め
と
す
る
天
平
美
術
が
ま
っ
た
き
姿
で
現
代
に
ま

で
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
き
わ
め
て
ま
れ
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る

た
め
に
、
保
存
状
態
の
良
い
木
心
乾
漆
菩
薩
坐
像
（
京
都
・
観
音
寺
蔵
）
と
と

も
に
、
脱
活
乾
漆
八
部
衆
腕
部
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
等
の
仏
像
の
断
片
や

器
物
の
断
片
を
展
示
し
た
。
一
見
す
れ
ば
た
だ
の
破
片
に
し
か
見
え
な
い
よ
う

な
「
天
平
の
か
け
ら
」
か
ら
往
時
を
し
の
び
、
断
片
で
さ
え
も
大
切
に
保
存
し

て
き
た
古
人
へ
敬
意
を
表
し
た
【
図
2
】。

四
室
目
（
第
十
三
室
）
に
お
け
る
第
三
章
「
天
平
回
帰 

復
古
・
追
慕
・
憧

憬
」
で
は
、
ま
ず
古
筆
手
鑑
や
古
裂
帖
に
よ
る
古
写
経
や
正
倉
院
裂
の
収
集
を

紹
介
し
た
。
次
い
で
近
世
に
お
け
る
天
平
礼
賛
の
例
と
し
て
、
慈
雲
尊
者
飲
光
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に
よ
る
戒
律
復
興
運
動
に
伴
う
古
袈
裟
の
復
元
と
養
鸕
徹
定
に
よ
る
古
経
探
索

事
業
と
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
東
京
国
立
博
物
館
の
協
力
に
よ
り
、
十
二
件
の

正
倉
院
裂
を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
先
の
古
裂
帖
収
載
の
正
倉
院

裂
と
と
も
に
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
内
務
卿
大
久
保
利
通
の
発
意
に

よ
っ
て
殖
産
興
業
の
糧
と
す
べ
く
正
倉
院
に
蔵
さ
れ
る
古
裂
が
全
国
へ
頒
布
さ

れ
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
現
代
的
見
地
か
ら
は
、
貴
重
な
文
化
財
の
破
壊
行

為
と
し
て
強
く
非
難
さ
れ
る
べ
き
所
為
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
と
し
て
は
国
内
産

業
の
振
興
と
伝
統
産
業
の
保
護
、
古
代
意
匠
の
活
用
と
を
考
え
た
結
果
の
妙
策

で
あ
っ
た（

（
（

。
現
代
の
価
値
観
で
一
面
的
に
批
判
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
、

文
化
財
の
活
用
が
声
高
に
叫
ば
れ
る
現
代
的
に
あ
っ
て
こ
そ
重
要
な
資
料
的
価

値
を
持
つ
作
品
群
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
部
屋
の
最
後
に

は
蘭
奢
待
を
テ
ー
マ
と
し
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。
正
倉
院
宝
物
《
黄
熟
香
》

は
古
来
「
蘭
奢
待
」
の
銘
を
も
っ
て
知
ら
れ
、
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
た
正
倉

院
宝
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
愛
知
・
徳
川
美
術
館
か
ら
は
源
三
位
頼
政
拝
領
と

の
由
緒
を
持
つ
香
木
片
「
蘭
奢
待
」
の
ほ
か
、
一
説
に
蘭
奢
待
の
皮
目
部
分
と

も
い
わ
れ
る
香
木
銘
三
吉
野
な
ど
を
ご
出
品
い
た
だ
い
た
。
い
ず
れ
も
今
も
馥

郁
た
る
香
り
を
湛
え
る
名
香
で
あ
る
。
こ
れ
を
追
体
験
し
て
い
た
だ
け
な
い
こ

と
は
誠
に
不
本
意
で
は
あ
る
が
、
ケ
ー
ス
内
に
密
閉
し
て
観
覧
に
供
し
た
。
ま

た
、
蘭
奢
待
の
名
を
高
め
た
の
が
織
田
信
長
に
よ
る
截
香
事
件
で
あ
ろ
う
。
こ

の
こ
と
を
当
時
の
役
僧
で
あ
っ
た
東
大
寺
の
浄
実
が
書
き
と
ど
め
た
《
三
倉
開

封
日
記
》（
奈
良
・
東
大
寺
蔵
）
と
重
要
文
化
財
・
正
親
町
天
皇
御
消
息
「
蘭

奢
待
云
々
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
と
が
展
示
に
厚
み
を
持
た
せ
た
ほ
か
、

何
よ
り
森
川
杜
園
に
よ
る
原
寸
大
の
蘭
奢
待
模
刻
（
奈
良
・
東
大
寺
蔵
）
が
展

示
室
に
威
風
を
払
っ
て
鎮
座
し
た
【
図
3
】。
こ
の
模
刻
は
明
治
六
年
（
一
八

七
三
）
に
東
大
寺
真
言
院
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
模
刻
と
は
言
え
、
香
木
と
し
て
の
性
質
を
持
た
な
い
純
粋
な
オ
ブ

ジ
ェ
・
彫
刻
と
い
う
意
味
で
は
近
代
彫
刻
作
品
の
嚆
矢
と
評
価
す
べ
き
重
要
作

品
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
の
深
化
が
期
待
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。

北
館
の
第
二
会
場
へ
と
移
り
、
五
室
目
（
第
四
室
）
に
は
中
近
世
絵
画
に
よ

る
天
平
礼
賛
の
か
た
ち
を
確
認
し
た
。
重
要
文
化
財
・
絵
因
果
経
（
東
京
・
大

東
急
記
念
文
庫
蔵
）
は
巻
末
奥
書
に
「
住
吉
住
人
介
法
橋
慶
忍
并
子
息
聖
衆

丸
」
と
絵
師
の
名
が
記
さ
れ
、
住
吉
の
絵
師
が
関
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
重

要
作
例
で
あ
る
。
こ
の
慶
忍
に
つ
い
て
は
「
慶
恩
」
と
し
て
伝
わ
っ
た
可
能
性

が
高
く
、
近
世
の
作
な
が
ら
中
将
姫
像
（
本
館
蔵
）
は
「
住
吉
慶
恩
筆
」
の
箱

書
を
持
つ
。
無
論
、
こ
の
箱
書
に
信
を
置
く
こ
と
な
ど
で
き
な
い
が
、
重
要
な

の
は
作
者
と
し
て
仮
託
さ
れ
る
ほ
ど
に
は
住
吉
慶
恩
の
名
が
通
行
し
て
い
た
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
半
ば
伝
説
化
し
な
が
ら
も
実
体
の
な
い
虚
像
が
近
世
の

人
々
の
共
通
認
識
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
近
世
に
お
け

る
住
吉
派
の
復
興
と
い
う
政
治
的
な
問
題
が
深
く
関
わ
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

「
住
吉
慶
恩
」
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
今
後
深
く
探

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う（

（
（

。
今
回
展
示
し
た
東
京
芸
術
大
学
所
蔵
の
住
吉
家
粉
本

群
の
検
討
も
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
重
要
文
化
財
・
東
大
寺

戒
壇
院
厨
子
扉
絵
（
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
）
も
天
平
絵
画
の
様
相
を
知
る
大
き

な
手
掛
か
り
と
な
る
重
要
作
例
で
あ
る（

（
（

。
厨
子
に
お
け
る
本
来
の
図
様
配
置
の

復
元
等
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
が
、
今
回
は
ま
ず
そ
の
図
像
を
楽
し
む
べ
く
、

専
用
の
長
大
な
ケ
ー
ス
を
用
意
し
、
明
治
期
の
模
本
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

と
と
も
に
展
示
す
る
こ
と
で
、
全
容
を
観
覧
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
【
図
4
】。

白
描
図
像
で
あ
り
、
一
見
し
て
そ
の
重
要
性
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
贅
言
を
尽
く
す
よ
り
も
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
に
展
示
す
る
こ
と
で

重
要
性
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

─ 44 ─



こ
の
展
示
室
の
後
半
は
第
四
章
「
天
平
幻
想 

古
典
化
さ
れ
る
天
平
美
術
」

で
、
近
代
洋
画
を
中
心
に
展
示
し
た
。
こ
こ
で
の
注
目
作
は
重
要
文
化
財
・

藤
島
武
二
《
天
平
の
面
影
》（
石
橋
財
団
ア
ー
テ
ィ
ゾ
ン
美
術
館
蔵
）
で
あ
る
。

同
時
代
の
画
家
た
ち
へ
影
響
に
と
ど
ま
ら
ず
、
蒲
原
有
明
は
そ
の
も
の
ず
ば
り

「
天
平
の
面
影
（
藤
嶋
武
二
氏
筆
）」
と
題
し
た
詩
を
発
表
す
る
な
ど
、
本
作
の

果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た（

（
（

。
青
木
繁
が
本
作
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
明

ら
か
で
、
展
示
作
品
で
あ
る
《
享
楽
》（
大
原
美
術
館
蔵
）
の
ほ
か
《
天
平
時

代
》（
石
橋
財
団
ア
ー
テ
ィ
ゾ
ン
美
術
館
蔵
）
と
題
し
た
《
享
楽
》
と
同
趣
の

作
品
を
残
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
こ
の
期
を
代
表
す
る
洋
画
で
あ
り
、
浪
漫
主

義
的
・
象
徴
主
義
的
な
思
潮
を
背
景
と
し
た
歴
史
画
と
し
て
の
評
価
が
な
さ
れ

る（
（
（

。
今
回
は
両
作
品
を
隣
に
並
べ
て
展
示
す
る
こ
と
で
、
そ
の
目
指
し
た
方
向

性
と
、
結
果
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
そ
の
趣
の
違
い
と
を
実
感
で
き
る
よ
う
配

慮
し
た
【
図
5
】。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
藤
島
の
金
地
を
背
景
と
し
な
が
ら
も

精
緻
な
タ
ッ
チ
と
穏
や
か
な
色
調
で
表
現
さ
れ
た
画
面
と
、
青
木
の
原
色
を
多

用
し
た
荒
い
タ
ッ
チ
に
よ
る
情
熱
的
な
画
面
と
の
対
比
が
際
立
っ
た
。
青
木
の

「
空
想
的
」
と
も
評
さ
れ
る（

（
（

天
平
風
景
は
、
歴
史
風
俗
画
と
い
う
よ
り
あ
た
か

も
神
話
世
界
を
描
い
た
か
の
よ
う
で
さ
え
あ
る
。『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
を

編
纂
し
た
奈
良
時
代
は
、
神
話
か
ら
歴
史
を
語
り
、
生
み
出
し
た
時
代
で
あ
っ

た
。
青
木
は
そ
の
時
代
を
あ
た
か
も
神
話
世
界
の
よ
う
に
描
い
て
み
せ
た
の

だ
っ
た
。
原
色
を
多
用
し
た
湿
潤
な
雰
囲
気
漂
う
画
面
に
は
半
裸
の
女
性
も
お

り
、
こ
の
国
の
過
去
を
描
い
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
図
録
の
解
説
等
で

も
触
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
に
お
い
て
天
平
時

代
が
日
本
的
で
は
な
く
「
東
洋
大
陸
的
」
で
あ
る
と
い
う
歴
史
観
を
示
し
て
い

た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
青
木
は
天
平
時
代
を

日
本
的
で
は
な
く
「
東
洋
大
陸
的
」、
具
体
的
に
は
た
と
え
ば
イ
ン
ド
風
に
描

い
た
の
か
も
し
れ
な
い（

（
（

。
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
は
通
例
地
理
的
・
文
化
的
な
距

離
感
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
本
作
は
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム

が
時
間
的
な
距
離
感
か
ら
も
生
じ
る
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
点
で
き
わ

め
て
興
味
深
い
作
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

最
後
の
展
示
室
（
第
五
室
）
は
広
い
空
間
を
活
か
し
て
主
に
彫
刻
作
品
を

展
示
し
た
。
古
代
の
伎
楽
面
か
ら
近
代
の
仏
像
模
刻
ま
で
を
紹
介
す
る
こ
と

で
、
岡
倉
天
心
の
天
平
彫
刻
へ
の
ま
な
ざ
し
を
追
体
験
す
る
空
間
を
構
成
し
た（

（1
（

【
図
6
】。
ま
た
、
天
平
改
元
一
二
〇
〇
年
を
記
念
し
て
昭
和
三
年
（
一
九
二

八
）
に
大
規
模
な
展
覧
会
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
文
化
事
業
が
朝
日
新
聞
社

主
・
村
山
龍
平
の
発
意
で
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
、
当
時
の
雑
誌
や
絵
葉
書
等

の
資
料
で
紹
介
し
た（

（1
（

。
最
後
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
「
天
平
礼
賛 

歴
史
の
中
の
天
平

美
術
」
で
は
三
幅
の
紺
紙
銀
字
華
厳
経
（
小
田
原
文
化
財
団
蔵
）
を
展
示
し
た
。

本
作
は
第
二
章
で
も
紹
介
し
た
い
わ
ゆ
る
二
月
堂
焼
経
で
、
現
代
美
術
作
家
杉

本
博
司
に
よ
り
軸
装
に
改
装
さ
れ
、
古
裂
等
を
用
い
て
装
丁
さ
れ
て
い
る
。
独

特
の
色
彩
感
覚
と
ぜ
い
た
く
な
作
品
配
置
は
本
品
に
新
た
な
価
値
を
吹
き
込
ん

だ
作
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
天
平
美
術
が
現
代
作
家
を
も
刺
激

し
て
い
る
好
例
で
あ
る
。
所
蔵
者
の
協
力
を
得
て
、
会
場
内
で
は
こ
の
作
品
の

み
撮
影
可
と
し
た
。

以
上
、
会
場
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
鑑
賞
は
も
と
よ
り
、
作
品
同
士
を
ゆ

る
や
か
に
つ
な
ぐ
物
語
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
展

示
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
つ
も
り
で
は
あ
る
。

4
．
課
題

さ
て
、
今
回
の
企
画
段
階
で
は
問
題
点
と
し
て
認
識
し
て
お
き
な
が
ら
も
実

際
の
展
覧
会
で
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
追
い
き
れ
な
か
っ
た
課
題
が
あ
る
。
こ
こ
で
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は
、
そ
の
う
ち
次
の
三
点
挙
げ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、『
七
大
寺
日
記
』『
七
大

寺
巡
礼
私
記
』
に
代
表
さ
れ
る
平
安
時
代
後
期
の
南
都
巡
礼
の
文
化
を
組
み
込

め
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
江
親
通
の
記
述
か
ら
は
治
承
四
年
（
一
一
八

〇
）
南
都
焼
き
討
ち
以
前
の
奈
良
の
諸
寺
の
様
子
が
う
か
が
え
貴
重
で
あ
る
が
、

当
時
の
人
々
の
価
値
観
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
も
貴
重
で
あ
る
。
美
術
館

で
の
展
示
で
は
ど
う
し
て
も
展
示
作
品
の
「
美
」
が
問
題
と
な
り
、
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
現
代
の
天
平
美
術
へ
の
評
価
は
、
そ
の
造
形

美
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
江
親
通
ら
の
価
値
判
断
は
決

し
て
美
醜
だ
け
の
判
断
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例

え
ば
、『
七
大
寺
日
記
』『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
で
は
薬
師
寺
本
尊
の
薬
師
如
来

像
は
大
安
寺
の
釈
迦
像
を
除
け
ば
最
も
優
れ
た
像
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
そ
の

造
形
に
対
す
る
評
言
で
も
あ
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
両
像
が
傑
出
し
た
霊

験
像
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
と
の
指
摘（

（1
（

は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
同
様
に
、

こ
れ
を
遡
る
藤
原
道
長
の
吉
野
参
詣
途
上
に
お
け
る
南
都
諸
寺
巡
礼
も
ま
た
重

要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
南
都
の
聖
地
と
し
て
の
強
い
磁
性
が
人
々
の
ま
な
ざ
し

を
天
平
美
術
へ
と
向
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
問
題
は
先
述
し
た
よ
う
な
霊

験
仏
と
し
て
の
評
価
と
造
形
美
と
が
峻
別
さ
れ
る
も
の
な
の
か
、
混
然
一
体
と

な
っ
た
評
価
だ
っ
た
の
か
、
そ
う
し
た
こ
と
を
作
品
の
展
示
を
通
し
て
問
い
直

す
こ
と
が
で
き
て
も
良
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、
平
家
一
門
に
よ
る
焼
き
討
ち
に
端
を
発
す
る
鎌
倉
期
の
南
都
復
興
事

業
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
展
に
お
い
て
も
こ
の
期
の
造
像
と
し
て
次
の
よ
う
な

重
要
作
品
の
出
品
を
賜
っ
た
。
重
要
文
化
財
・
康
慶
作
木
造
伎
楽
面
力
士
（
京

都
・
神
童
寺
蔵
）、
重
要
文
化
財
・
快
慶
作
木
造
執
金
剛
神
立
像
（
京
都
・
金

剛
院
蔵
）
が
そ
れ
だ
が
、
い
ず
れ
も
原
像
が
現
存
し
な
が
ら
模
刻
さ
れ
た
例
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
復
興
像
で
は
な
い
。
解
説
等
で
も
指
摘
し
た
通
り
、
こ
う
し

た
現
存
像
の
模
刻
の
経
験
が
失
わ
れ
た
像
の
復
興
に
与
え
た
影
響
は
決
し
て
小

さ
く
な
い
は
ず
で
あ
り
、
そ
う
し
た
意
味
で
も
き
わ
め
て
貴
重
な
作
例
で
あ
る

と
の
評
価
は
揺
る
が
な
い
。
し
か
し
、
と
い
う
よ
り
も
だ
か
ら
こ
そ
、
南
都
焼

き
討
ち
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
像
の
復
興
に
関
わ
る
造
像
に
つ
い
て
も
力
点
を
置

い
て
紹
介
す
べ
き
だ
っ
た
か
と
思
う
。
ま
た
、
単
な
る
復
興
像
だ
け
で
な
く
、

奈
良
・
秋
篠
寺
の
重
要
文
化
財
・
脱
活
乾
漆
造
／
木
造
伎
芸
天
立
像
の
よ
う
に
、

残
さ
れ
た
頭
部
を
活
用
し
て
体
部
を
木
造
で
新
造
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
図
録

な
ど
で
紹
介
す
る
べ
き
だ
っ
た
ろ
う
。
同
像
に
つ
い
て
は
企
画
構
想
段
階
か
ら

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
た
の
だ
が
、
実
際
に
移
動
・
展
示
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
と
の
判
断
に
至
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、
次
項
と
も
か
か
わ
る
が
中
世
南

都
仏
画
に
つ
い
て
も
も
う
少
し
取
り
上
げ
、
深
く
掘
り
下
げ
る
べ
き
だ
っ
た
か

と
も
考
え
る
が
、
こ
の
問
題
は
現
状
で
や
や
手
に
余
る
と
い
う
の
が
本
音
で
あ

り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
。

三
点
目
に
、
絵
画
の
問
題
で
あ
る
。
前
項
で
も
触
れ
た
南
都
仏
画
の
問
題
も

あ
る
が
、
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
近
代
日
本
画
に
お
け

る
天
平
表
象
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
中
野
慎
之
氏
が
研
究

を
進
め
て
お
り
、
近
々
論
考
を
発
表
さ
れ
る
予
定
と
も
聞
く
。
楽
し
み
に
待
ち

た
い
。
ま
た
、
近
代
洋
画
に
つ
い
て
は
文
学
と
の
共
鳴
に
つ
い
て
、
も
う
少
し

深
め
る
必
要
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
会
場
に
は
薄
田
泣
菫
『
白
羊
宮
』
を

展
示
し
、
同
書
所
収
の
詩
「
あ
あ
大
和
に
し
あ
ら
ま
し
か
ば
」
の
一
節
を
大
き

く
掲
示
し
た
。
こ
の
詩
を
高
吟
し
、
当
時
の
思
潮
に
浸
り
な
が
ら
作
品
を
鑑
賞

す
る
空
間
も
ま
た
一
興
で
あ
る
と
考
え
た
が
、「
展
示
室
内
で
は
会
話
を
控
え

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
カ
ー
ド
を
持
っ
た
看
視
員
が
展
示
室
内
に
い
る
状
況
と

は
矛
盾
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
マ
ス
ク
の
下
で
小
さ
く
つ
ぶ
や
く
か
黙
読
す
る

に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
当
然
の
こ
と
と
は
言
え
、
い
さ
さ
か
残

─ 46 ─



念
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
近
代
洋
画
に
お
け
る
天
平
美
人
図
と
し
て
は
、
今
回

残
念
な
が
ら
出
品
が
か
な
わ
な
か
っ
た
が
関
根
正
二
の
大
正
六
年
（
一
九
一

七
）
の
作
品
《
天
平
美
人
》（
大
阪
中
之
島
美
術
館
蔵
）
も
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
存
在
で
あ
る
。
綿
布
に
墨
と
油
彩
で
描
か
れ
た
二
曲
一
隻
屏
風
仕
立
て

の
こ
の
作
品
は
、
関
根
が
当
時
失
恋
し
た
相
手
を
理
想
化
し
て
描
い
た
も
の
と

い
う（

（1
（

。
こ
の
作
品
で
も
、
天
平
美
人
は
正
倉
院
宝
物
と
し
て
知
ら
れ
る
古
代
楽

器
「
阮
咸
」
を
手
に
し
て
い
る
。
近
代
洋
画
に
お
け
る
天
平
美
人
が
樹
下
で
楽

器
を
手
に
す
る
と
い
う
定
型
表
現
に
つ
い
て
も
、
も
う
少
し
考
察
が
必
要
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
図
録
に
記
し
た
こ
と
と
も
多
少
重
複
す
る
が
、
備
忘
を
兼
ね
て
気
づ

い
た
こ
と
や
残
さ
れ
た
課
題
を
記
録
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。
展
覧
会
の
常
と

し
て
、
構
想
段
階
か
ら
す
れ
ば
い
ず
れ
の
章
も
今
回
展
示
し
え
た
の
は
そ
の
氷

山
の
一
角
に
す
ぎ
な
い
。
掘
り
下
げ
れ
ば
各
章
と
も
ひ
と
つ
の
展
覧
会
を
構
成

で
き
る
だ
け
の
関
連
作
品
を
挙
げ
得
る
豊
か
な
世
界
を
背
後
に
持
つ
。
右
に
課

題
と
し
て
挙
げ
た
問
題
点
や
追
加
で
挙
げ
た
作
例
も
、
そ
の
ほ
ん
の
一
例
に
過

ぎ
な
い
。
も
し
本
展
覧
会
を
観
覧
し
、
あ
る
い
は
図
録
を
瞥
見
し
、
そ
の
背
後

に
あ
る
問
題
意
識
と
作
品
と
に
思
い
を
致
し
て
い
た
だ
け
た
と
す
れ
ば
、
担
当

者
冥
利
に
尽
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
先
行
き
不
透
明
な
状
況
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
展

覧
会
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
快
く
出
品
を
承
諾
さ
れ
た
所
蔵
者
・
関
係

者
各
位
に
あ
ら
た
め
て
深
甚
の
感
謝
を
さ
さ
げ
た
い
。
さ
ら
に
担
当
者
の
意
を

汲
ん
で
会
場
・
広
報
・
図
録
と
い
っ
た
形
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
各
社
の
皆

様
に
も
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

註1	

美
術
・
美
術
史
の
制
度
化
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

	

北
澤
憲
昭
『
眼
の
神
殿
「
美
術
」
受
容
史
ノ
ー
ト
』
美
術
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

	

木
下
直
之
『
美
術
と
い
う
見
世
物　

油
絵
茶
屋
の
時
代
』
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
。

	

佐
藤
道
信
『〈
日
本
美
術
〉
誕
生 

近
代
日
本
の
「
こ
と
ば
」
と
戦
略
』
講
談
社
選
書

メ
チ
エ
、
一
九
九
六
年
。

	

佐
藤
道
信
『
明
治
国
家
と
近
代
美
術 

美
の
政
治
学
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
。

	

北
澤
憲
昭
・
佐
藤
道
信
・
森
仁
史
編
『
美
術
の
日
本
近
現
代
史　

制
度
・
言
説
・
造

型
』
東
京
美
術
、
二
〇
一
四
年
。

2	

「
古
典
」
や
伝
統
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

	

E
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
、
T
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
編
（
前
川
啓
治
、
梶
原
景
昭
他
訳
）『
創
ら

れ
た
伝
統
』
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
九
二
年
。

	

ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
（
衣
笠
正
晃
訳
）「
創
造
さ
れ
た
古
典
―
カ
ノ
ン
形
成
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
と
批
評
的
展
望
」
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
、
鈴
木
登
美
編
『
創
造
さ
れ
た
古
典
―
カ
ノ

ン
形
成
・
国
民
国
家
・
日
本
文
学
』
新
曜
社
、
一
九
九
九
年
。

	

品
田
悦
一
『
万
葉
集
の
発
明 

新
装
版 

国
民
国
家
と
文
化
装
置
と
し
て
の
古
典
』
新

曜
社
、
二
〇
一
九
年
。

3	

正
倉
院
裂
頒
布
の
成
果
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
そ
の
実
態
は
よ
く
わ
か
っ
て
な
い
。

正
倉
院
文
様
の
意
匠
が
活
用
さ
れ
た
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
明
治
宮
殿
の
内
装
や

大
阪
博
物
場
の
天
井
画
が
知
ら
れ
る
。

	

恵
美
千
鶴
子
「
明
治
宮
殿
常
御
殿
襖
画
の
考
案
―
正
倉
院
鴨
毛
屏
風
模
造
・
平
家
納

経
模
本
の
引
用
と
山
髙
信
離
」『M

U
SEU

M

』
六
一
七
、
二
〇
〇
八
年
。

	

恵
美
千
鶴
子
「
明
治
の
皇
室
に
選
ば
れ
た
表
象 

明
治
宮
殿
と
御
物
」
塩
谷
純
・
増
野

恵
子
・
恵
美
千
鶴
子
編
〈
天
皇
の
美
術
史
〉
六
『
近
代
皇
室
イ
メ
ー
ジ
の
創
出 

明

治
・
大
正
時
代
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
。

	

橋
爪
節
也
「
明
治
二
十
一
年
の
巨
獣
た
ち
―
大
阪
府
立
博
物
場
美
術
館
の
天
井
画
群

―
」『
大
阪
の
歴
史
』
八
二
、
二
〇
一
四
年
。

4	
住
吉
慶
忍
お
よ
び
近
世
住
吉
派
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

	
脇
本
十
九
郎
「
慶
忍
か
慶
恩
か
」『
画
説
』
十
四
、
一
九
三
八
年
。

	

瀬
谷
愛
「
住
吉
派
興
隆
―
住
吉
慶
忍
か
ら
住
吉
派
へ
」
下
原
美
保
編
『
近
世
や
ま
と

絵
再
考
―
日
･
英
･
米
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
一
三
年
。

	

下
原
美
保
『
住
吉
派
研
究
』
藝
華
書
院
、
二
〇
一
七
年
。

5	

田
中
一
松
「
東
大
寺
戒
壇
院
扉
絵
に
就
て
」
田
中
一
松
絵
画
史
論
集
刊
行
会
編
『
田
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中
一
松
絵
画
史
論
集
』
下
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
六
年
（
初
出
は
一
九
四

一
年
）。

	
谷
口
耕
生
「
俱
舎
曼
荼
羅
と
天
平
復
古
」
林
温
編
〈
仏
教
美
術
史
論
集
一
〉『
様
式
論

―
ス
タ
イ
ル
と
モ
ー
ド
の
分
析
』、
竹
林
舎
、
二
〇
一
二
年
。

	
西
川
明
彦
「
明
治
時
代
の
正
倉
院
宝
物
」
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
正
倉
院
宝
物
に
学

ぶ
』
三
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
九
年
。

6	

明
治
期
の
美
術
と
文
芸
の
交
流
・
共
鳴
お
よ
び
薄
田
泣
菫
・
蒲
原
有
明
に
つ
い
て
は

以
下
を
参
照
。

	

木
股
知
史
『
画
文
共
鳴
―
『
み
だ
れ
髪
』
か
ら
『
月
に
吠
え
る
』
へ
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
八
年
。

	

松
村
緑
『
薄
田
泣
菫
考
』、
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
七
年
。

	

倉
敷
市
・
薄
田
泣
菫
文
庫
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
編
『
薄
田
泣
菫
読
本
』

翰
林
書
房
、
二
〇
一
九
年
。

	

渋
沢
孝
輔
『
蒲
原
有
明
論
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
。

	

谷
田
博
幸
『
唯
美
主
義
と
ジ
ャ
パ
ニ
ズ
ム
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
。

7	

近
代
洋
画
に
お
け
る
歴
史
画
お
よ
び
藤
島
武
二
《
天
平
の
面
影
》
に
つ
い
て
は
以
下

を
参
照
。

	

植
野
健
造
『
日
本
近
代
洋
画
の
成
立 

白
馬
会
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五

年
。

	

児
島
薫
「
藤
島
武
二
研
究
拾
遺
―
「
天
平
時
代
」
お
よ
び
「
東
洋
」
の
表
現
に
つ
い

て
」『
近
代
画
説
』
二
〇
、
二
〇
一
一
年
。

	

高
階
絵
里
加
「
歴
史
画
の
成
立
」
明
治
維
新
学
会
編
「
講
座 

明
治
維
新
」
十
一
『
明

治
維
新
と
宗
教
・
文
化
』、
有
志
舎
、
二
〇
一
六
年
。

	

高
階
秀
爾
「
明
治
期
歴
史
画
論
序
説
」『
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要
』
創
刊
号
、
一

九
九
六
年
。

	

中
田
裕
子
「
藤
島
武
二
《
天
平
の
面
影
》《
諧
音
》
そ
し
て
《
蝶
》
に
表
象
さ
れ
た

雅
楽
と
西
洋
音
楽
」
石
橋
財
団 

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
、
久
留
米
・
石
橋
美
術
館
編

『
館
報
』
三
一
～
三
三
・
三
九
、
一
九
八
二
～
八
四
年
・
一
九
九
二
年
。

	

山
梨
俊
夫
『
描
か
れ
た
歴
史　

日
本
近
代
と
「
歴
史
画
」
の
磁
場
』、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、

二
〇
〇
五
年
。

	

平
出
実
乃
里
「
藤
島
武
二
「
天
平
の
面
影
」
に
見
る
箜
篌
に
つ
い
て
」『
文
化
財
学

報
』
三
七
、
二
〇
一
九
年
。

8	

河
北
倫
明
「
青
木 

繁
」
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
・
石
橋
美
術
館
・
日
本
経
済
新
聞
社

編
『
青
木
繁
展
』
図
録
、
一
九
七
二
年
。

9	

前
掲
註
歴
史
画
、
児
島
論
文
参
照
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
本
展
で
は
掘
り
下
げ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
明
治
期
の
日
本
画
に
お
け
る
イ
ン
ド
風
表
現
に
も
注

意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

	

稲
賀
繁
美
『
絵
画
の
臨
界
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
。

	

中
野
慎
之
「
明
治
後
期
の
日
本
画
に
お
け
る
仏
教
」『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
論
集
』
七
、

二
〇
一
六
年
。

10	

岡
倉
天
心
の
思
潮
と
近
代
の
彫
刻
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。

	

田
中
修
二
「
日
本
美
術
史
の
古
代
憧
憬
―
岡
倉
天
心
と
荻
原
守
衛
」
佐
伯
有
清
編

『
日
本
古
代
中
世
の
政
治
と
文
化
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
。

	

「
岡
倉
天
心
―
芸
術
教
育
の
歩
み
―
」
展
実
行
委
員
会
編
『
い
ま 

天
心
を
語
る
』、
東

京
藝
術
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
。

	

『
特
別
展 

仏
像
修
理
1
0
0
年
』
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
。

	

高
階
秀
爾
「
西
洋
主
義
者
と
し
て
の
天
心
」『
国
華
』
一
四
〇
〇
、
二
〇
一
二
年
。

	

浅
井
和
春
「
明
治
仏
像
模
刻
論
―
岡
倉
天
心
の
模
造
観
の
形
成
」『
国
華
』
一
四
〇
〇
、

二
〇
一
二
年
。

	

佐
藤
道
信
「
岡
浦
天
心
の
世
界
観
と
歴
史
観
―
近
代
日
本
の
美
術
の
定
位
」『
国
華
』

一
四
〇
〇
、
二
〇
一
二
年
。

	

黒
岩
康
博
『
好
古
の
瘴
気 

近
代
奈
良
の
蒐
集
家
と
郷
土
研
究
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
七
年
。

	

田
中
修
二
『
近
代
日
本
彫
刻
史
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
八
年
。

11	

同
時
期
に
同
様
の
趣
旨
で
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
兵
庫
・
香
雪
美
術
館
企
画
展

「
古
に
憧
れ
て　

聖
徳
太
子
か
ら
聖
武
天
皇
へ
」
二
〇
二
〇
年
十
月
三
十
一
日
～
十
二

月
十
三
日
。
図
録
は
発
行
さ
れ
ず
、
主
な
出
品
作
品
が
次
の
図
録
に
「
付
録 

古
代
憧

憬
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
。

	

『
聖
徳
太
子 

時
空
を
つ
な
ぐ
も
の
が
た
り
』
展
図
録
、
中
之
島
香
雪
美
術
館
、
二
〇

二
〇
年
。

12	

中
野
聰
「
霊
験
仏
と
し
て
の
大
安
寺
釈
迦
如
来
像
」『
仏
教
芸
術
』
二
四
九
、
二
〇
〇

〇
年
。

13	

村
田
真
宏
「
関
根
正
二
作
「
天
平
美
人
」
屏
風
に
つ
い
て
」『
福
島
県
立
美
術
館
研
究

紀
要
』
三
、
一
九
八
八
年
。

	
『
生
誕
一
二
〇
年
・
没
後
一
〇
〇
年 

関
根
正
二
展
』
福
島
県
立
美
術
館
・
三
重
県
立

美
術
館
・
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
・
中
日
新
聞
社
、
二
〇
一
九
年
。

【
付
記
】
本
稿
は
J
S
P
S
科
学
研
究
費
補
助
金
J
P
一
八
K
〇
〇
二
〇
二
の
助
成
を

受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
を
含
む
。

�

（
児
島
大
輔
）
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図 2　会場風景　天平のかけら 図 1　会場風景　天平仏の歴史的邂逅

図 4　会場風景　天平絵画を想う 図 3　会場風景　蘭奢待を見る

図 6　会場風景　歴史の中の天平仏 図 5　会場風景　歴史としての天平
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